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更
新

の
講
義
内
容

注
釈
書
類
の
引
用
文
献

20

―
そ
の
１

漢
詩
・
漢
籍
資
料
及
び
仏
典
類
―

こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
本
邦
資
料
に
お
け
る
注
釈
書
の
類
を
例
に
し
て
、
そ
の
記
述
情
況
を
具
さ
に
眺
め
て
き
た
。
こ

こ
で
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
漢
詩
・
漢
籍
、
仏
典
類
を
基
調
に
考
察
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

山
田
孝
雄
著
『
典
籍
個
稿
』〔
西
東
書
房
、
昭
和

年
刊
、
昭
和

年
改
装
版
刊
〕
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
を
見
る
に
、

29

47

１
『
遊
仙
窟
』
〔
醍
醐
寺
本
〕
→
『
倭
名
類
聚
抄
』
十
四
條

２
『
漢
書
食
貨
志
』
〔
國
寳
〕

３
『
古
文
孝
經
』〔
三
千
院
本
、
古
典
保
存
會
複
製
〕

４
『
春
秋
經
傳
集
解
』〔
卷
第
十
、
國
寳
〕

５
『
涓
玉
集
』
〔
國
寳
〕

６
『
一
切
經
音
義
』

を
揚
げ
て
い
る
。
此
外
に
『
白
氏
文
集
』
や
『
文
選
』
そ
し
て
『
論
語
』
『
千
字
文
』
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
１

の
『
遊
仙
窟
』
の
本
邦
国
語
資
料
へ
の
影
響
は
、
源
順
の
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
留
ま
ら
ず
、
多
く
の
文
献
資
料
に
引
用

さ
れ
て
き
て
い
る
。
だ
が
、
２
３
４
５
の
資
料
と
な
る
と
、
貴
重
書
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
そ
の
引
用
の
広
が
り

は
僅
か
に
過
ぎ
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
６
の
『
一
切
經
音
義
』
す
な
わ
ち
、
唐
僧
玄
應
撰
『
大
唐
衆
經
音
義
』

も

僅
少
で
あ
ろ
う
。

佛
經
注
釈
資
料
で
は
、
『
弘
决
外
典
鈔
』
が
知
ら
れ
る
。
天
台
宗
三
台
部
〔
『
法
華
玄
義
』
『
法
華
文
句
』
『
摩
訶
止

觀
』
〕
の
一
つ
で
あ
る
『
摩
訶
止
觀
』
の
義
を
注
釈
し
た
も
の
で
、
唐
の
妙
藥
大
師
湛
然
が
撰
述
し
た
資
料
で
あ
り
、
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『
法
華
玄
義
釋
籤
』
『
法
華
文
句
記
』
と
並
び
称

せ
ら
れ
る
注
釈
書
で
あ
る
。
「
弘
决
」
と
は
、
正

式
に
は
「
止
觀
輔
行
傳
弘
决
」
と
称
し
、
原
著

十
卷
を
さ
ら
に
四
十
卷
に
分
卷
し
て
説
く
と
こ

ろ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
編
纂
者
の
博
覧
強
記

な
る
書
籍
引
用
の
解
明
は
容
易
で
な
く
、「
弘
决
」

と
云
う
。
こ
の
「
外
典
」
即
ち
「
漢
籍
」
に
つ

い
て
出
典
を
明
ら
か
に
し
、
注
釈
を
加
え
た
書

物
な
の
で
あ
る
。
こ
の
筋
か
ら
す
れ
ば
、
此
の

資
料
も
漢
籍
読
解
に
よ
る
書
物
で
あ
り
、
清
國

の
楊
守
敬
『
日
本
訪
書
誌
』
が
こ
の
書
物
を
閲

覧
し
、
そ
の
漢
籍
資
料
の
片
鱗
を
縷
述
し
て
い

る
。
こ
の
現
存
す
る
写
本
は
、
本
朝
の
具
平
親

王
撰
に
よ
る
も
の
で
、
僧
賀
聖
人
の
手
を
擁
し
た
資
料
で
も
あ
る
。
こ
の
古
写
本
は
、
山
田
孝
雄
博
士
が
憂
う
る
よ
う

に
、
「
金
澤
文
庫
本
の
貴
重
す
べ
き
は
言
を
待
た
ざ
れ
ど
、
こ
の
本
不
幸
に
し
て
第
四
卷
を
缼
き
、
そ
の
他
に
な
ほ
些

少
の
缼
脱
あ
り
」
と
云
う
。

次
に
、
こ
の
山
田
博
士
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
影
印
資
料
本
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
漢
籍
の
引
用
と
そ
の
注
釈
の

内
容
の
一
端
を
こ
こ
で
学
習
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

序
文
の
末
尾
に
「

猶

今
ノ

章
安

ト

与
二

妙
樂

ト
ノ

一

焉
于
時
一

正
暦
二
年
二
月
二
十
九
日
也
」
と
識
語
す
る
。
こ
の
古

コ
ト
ク
ナ
ラ
ム

写
本
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
「
弘
安
七
年
六
月
十
五
日
乘
侍
次
讀
之
餘
暇
交
合
他
夲
簓
除
脱
誤
之
畢
於
點
者
散
々
也
明
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眼
之
人
誰
不
傷
嗟
奈
何
々
々

相
似
佛
子

圓
種
記
」
と
卷
第
二
の
末
尾
に
見
え
る
。

序
文
の
次
に
、
外
典
で
あ
る
漢
籍
名
を
順
に
列
挙
し
て
い
る
。
実
際
は
、
こ
の
標
記
の
書
名
漢
字
に
は
そ
れ
ぞ
れ
声

点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
省
略
し
て
記
載
し
て
お
く
。

●
周
易
十
卷
鄭
玄
王
弼
各
注
ス

●
尚
書
十
三
卷
漢
ノ

鄭
玄
臨

淮

大
守
弘
安
國
注

火
イ
ノ

●
尚
書
大
傳
三
卷
漢
伏
生
撰
鄭
玄
注

●
尚
書
洪
範
五
行
傳
論
十
一
卷
漢
光
禄
大
夫
劉

向

撰

キ
ヤ
ウ

●
周
禮
十
二
卷
鄭
玄
注

●
礼
記
二
十
卷
鄭
玄
注

ラ
イ

テ
イ

●
大
載
禮
記
十
三
卷

漢
ノ

信
都
王
大
傳
載
徳
カ

撰
見
在
書
ノ

目
録
ニ

不
見

●
毛
詩
二
十
卷

漢
ノ

河
間
大
傳

紿
傳
鄭
玄
カ
箋

サ
ム

せ
ム

●
春
秋
雀
氏
傳
三
十
卷

杜
預
注

目
録
不
見

●
論
語
十
卷

何-

晏
集

解

カ
ア
ム
カ

カ
イ

以
下
、
簡
略
に
記
載
し
て
お
く
と
、
「
尓
雅
三
卷
」
「
白
乕
通
十
五
卷
」
「
史
記
八
十
卷
」
「
漢
書
百
二
十
卷
」
「
後
漢

書
百
三
十
卷
」
「
三
國
志
六
十
五
卷
」
「
晉
書
百
三
十
卷
」
「
國
語
二
十
一
卷
」
「
春
秋
後
語
」
「
山
海
經
二
十
一
卷
」
「
老

子
經
二
卷
」
「
巖
子
三
十
三
卷
」
「
管
子
二
十
卷
」
「
孟
子
十
四
卷
」
「
大
玄
經
十
三
卷
」
「
列
子
八
卷
」
「
尸
子
二
十
卷
」

「
淮
南
子
四
十
二
卷
」「
牟
子
二
卷
」「
劉
子
注
十
卷
」「
呂
氏
春
秋
二
十
六
卷
」「
説
苑
二
十
卷
」「
風
俗
通
三
十
二
卷
」

モ
フ

リ
ヨ
シ
ノ

せ
ツ
エ
ム

「
博
物
志
十
卷
」
「
異
物
志
」
「
顔
氏
家
訓
七
卷
」
「
古
今
佛
道
論
衡
四
卷
」
「
國
清
寺
百
録
五
卷
」
「
甎
正
論
三
卷
」
「
辨

正
論
八
卷
」
「
笑
道
論
三
卷
」
「
心
鏡
十
卷
」
「
破
邪
論
一
卷
」
「
破
邪
論
二
卷
」
「
二
教
論
一
卷
」
「
修
文
殿
御
覧
三
百

せ
ウ

六
十
卷
」「
孝
子
傳
十
五
卷
」「
廣
雅
四
卷
」「
玉
篇
三
十
卷
」「
通
俗
文
一
卷
」「
蒼
頡
一
卷
」「
個
文
解
字
十
五
卷
」「
釈

ケ
ツ

名
八
卷
」「
罧
蒼
二
卷
」「
字
統
二
十
卷
」「
大
公
六
韜
六
卷
」「
七
曜
逅
」「
神
農
本
草
三
卷
」「
新
修
本
草
二
十
卷
」「
文

ヒ

選
六
十
卷
」
／
次
の
「
年
代
略
記
」
へ
と
続
く
。

各
々
の
典
拠
書
名
に
基
づ
い
て
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
訣
だ
が
、
そ
の
一
部
を
例
に
見
て
い
く
と
、
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『
玉
篇
』〔
三
十
卷
・
陳

ノ

雀
将
軍
顧
野
王
撰
〕
と
『
文
選
』
〔
六
十
卷
・
梁

ノ

照
明
太
子
撰
李
善

カ

注
〕
に
は
、

コ

○
大

ニ

埜
横
及

埜

音
ハ

随

玉
篇
云
救

艾

｛

助

｝
也
。
文
選
鈔
云
横
及

ハ

謂
不
依
理
一

而
縦
横
及
溢
以

テ

害
民

ヲ
一

也

ス
ク
フ

シ
ヨ
ウ
ハ

ツ
ト
ム
ル

タ
ス
ク
ル

○
孜-

々
タ
リ

日
夕
一

孜
ハ

子
辞
反
。
玉
篇
云
孜
々
不
怠
也
。

シ
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○
「
玉
篇

ニ

云
」
の
部
分
か
ら
、
版
本
と
次
の
古
写
本
部
分
と
比
較
し
な
が
ら
、
実
際
に
訓
読
し
て
み
よ
う
。
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○

此
間
古
ム
カ
シ

者
以
獦
ヲ
一

為
畋
テ
ム
ト
一

々
者
取

狩
一

也
。
則
四
時
不
同
。
春
ハ

蒐
蒐
擇
其

ノ

不
懐

イ
ニ
シ
ヘ

ケ
タ
モ
ノ
ヲ

シ

ウ

エ
ラ
テ

任
一

者
ヲ

一

取
之
一

。
音

ハ

所
及
反
。

夏
苗
為
苗
除

ク

雀
ヲ

一

。

秋
昶
昶

ハ

遺
ナ
リ

順
秋
氣

ニ
一

而
遺
音
思
践
反
。

冬
ハ

狩
狩

ハ

守

ヘ

ウ

せ

ム

也
。
守
而
取
也
。

こ
の
注
記
の
引
用
文
は
、
典
拠
が
未
記
載
に
あ
る
と
こ
ろ
で
、
訓
詁
辞
書
『
尓
雅
』
三
卷
十
九
篇
の
釈
天
第
八
祭
名
の

條
か
ら
の
引
用
部
分
で
あ
る
。


